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第
16
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

中
間
発
表
　
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

●
第
16
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら
総
数
三
四
四
編

の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
三
月
末

日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。

■
北
海
道

○	「
思
い
出
」	

栗
山
佳
子

◎	「
最
後
に
見
え
る
も
の
」　

鎌
田　

誠

○	「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
呟
き
」
鎌
田
あ
い
子

◎	「
母
の
電
話
帳
」	

斉
藤
は
な
絵

○	「
電
話
と
わ
た
し
」	

髙
橋
陽
子

◎	「
人
の
心
、
花
の
心
―
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

に
想
う
」	

藤
嶋
か
を
り

	

「
日
帰
り
入
浴
の
女
」	

広
瀬
由
実

◎	「
姉
の
様
子
」	

柴
田
節
子

○	「
電
気
毛
布
の
匂
い
」	

三
浦
み
ん

◎	「
先
生
と
過
ご
し
た
時
間
」
青
地
久
恵

◎	「
Ａ
Ｉ
時
代
の
『
勘
ピ
ュ
ー
タ
ー
』」

	
	

内
海
健
一

◎	「
受
者
の
眺
め
」	

中
村
郁
恵

	

「
お
引
っ
越
し
の
ト
リ
セ
ツ
」
深
雪
朔

◎	「
古
里
の
記
憶
」	

蓜
島
彊
子

◎	「
迷
路
か
ら
の
脱
出
」	

高
岡
啓
次
郎

◎	「
タ
ク
シ
ー
」	

広
瀬
美
月

◎	「
統
合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
て
」

	
	

辻
村　

明

■
青
森
県

○	「
杉
田
水
脈
擁
護
論
」	
松
橋
倫
久

◎	「
寮
生
登
山
」	
金
田
一
淳

	

「
従
妹
和
子
」	

吉
田
章
子

■
岩
手
県

◎	「
統
合
失
調
症
と
金
の
苦
し
み
」
原
氷

◎	「
ま
ぶ
し
い
魚
」	

中
村
行
寿

■
宮
城
県

◎	「
旅
の
人
」	

吉
田
宏
子

■
秋
田
県

◎	「
大
家
と
私
」	

菅
野
晴
子

■
山
形
県

◎	「
あ
の
子
の
記
録
」	

令
木　

千

◎	「
敗
者
復
活
戦
」	

小
笠
原
新

■
福
島
県

◎	「
大
震
災
、
癒
え
ぬ
心
の
傷
」

	
	

佐
藤
義
弘

◎	「
ド
ル
ジ
ェ
よ
、
生
き
て
い
る
か
!?
」

	
	

西
島
雅
博

◎	「
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
の
出
会
い
」

	
	

高
橋
力
也

■
茨
城
県

◎	「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」	

友　

修
二

○	「
臨
死
体
験
も
ど
き
」	

雲
谷
斎

	

「
人
を
励
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
」

	
	

吉
田
尚
史

○	「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
バ
ト
ル
の
想
い
出

　

僕
の
給
食
必
要
論
」	

菅
原
宗
義

	

「
読
書
に
関
し
て
の
一
所
感
」
泰
良
渉

○	「
生
き
方
を
探
し
て
」	

上
野　

達

○	「
自
転
車
盗
難
と
信
太
の
森
の
狐
」

	
	

八
代　

穣

○	「
習
字
の
先
生
」	

桜
山
育
子

■
栃
木
県

◎	「
老
い
の
独
り
言
」	

内
山　

正

◎	「
幸
い
日
和
」	

菅　

幸
世

◎	「
学
校
祭
狂
詩
曲
」	

山
田
吉
生

■
群
馬
県

◎	「
緊
張
し
い
の
女
の
子
」	
楠
カ
エ
デ

○	「
骨
折
し
た
は
な
し
」	

ぐ
ん
よ
し

◎	「
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
と
私
」

	
	

村
松
佐
保

■
埼
玉
県

	

「
夫
婦
愛
と
は
？
」	

千
葉
鳴
り
子

◎	「
長
い
ぞ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
将
軍
」

	
	

司
馬
久
護

◎	「
失
敗
の
パ
イ
の
パ
イ
―
駆
け
出
し
編

集
者
顛
末
記
」	

大
島
直
次

◎	「
使
い
た
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
こ
こ
が

違
う
」	

三
日
月
李
衣

◎	「
四
十
年
後
の
未
来
」	

南
條
美
起
子

◎	「
記
憶
を
失
っ
た
君
か
ら
も
ら
っ
た
異

常
な
愛
情
」	

佐
藤
真
規

	

「
ふ
る
さ
と
も
の
が
た
り
」
四
季
寛
子

◎	「
バ
ラ
と
共
に
生
き
る
」	

峰
岸
正
弘

	

「
大
病
院
の
メ
ル
フ
ェ
ン
」
春
次
哲
介

◎	「
マ
ホ
と
い
う
猫
の
よ
う
に
」

	
	

甕
左
之
助

○	「
切
れ
た
糸
」	

神
田
春
佳

○	「
旅
の
空
か
ら
」	

齋
藤
小
夏

○	「
美
術
館
の
警
備
員
と
芸
術
に
つ
い

て
」	

松
山
尚
紀

◎	「
愛
お
し
い
日
々
」　

な
な
き
ざ
ま
し

○	「
カ
ホ
」	

サ
リ
エ
リ

◎	「
一
念
天
に
通
ず
」	

風
間
麗
子
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■
千
葉
県

◎	「
逆
風
の
か
な
た
に
聞
く

　

平
和
の
水
音
」	

平
野
靖
雄

◎	「
絵
を
描
く
よ
う
な
楽
し
さ
と
、
ユ
ー

　

モ
ア
を
」	

あ
お
い
満
月

◎	「
そ
れ
ぞ
れ
の
た
わ
ご
と
」

	
	

ナ
ガ
ッ
チ
ョ

	

「
コ
ロ
ナ
禍
で
『
死
』
が
よ
ぎ
っ
て
し

　

ま
っ
た
ら
」	

森　

惇

◎	「
感
謝
の
一
品
」	

古
城　

正

◎	「
み
な
し
ご
『
ミ
ト
タ
ン
』」
山
水
文
絵

◎	「
九
か
月
間
の
友
人
」	

和
賀
清
流

○	「
祖
母
の
お
経
」	

飯
塚
加
津
子

◎	「
四
ヶ
月
の
休
職
中
に
感
じ
た
こ
と
」

	
	

み
け
に
ゃ
ん

◎	「
久
保
木
お
ば
あ
さ
ん
の
最
初
で
最
後

　

の
授
業
」	

椎
名
加
奈
子

○	「
自
閉
症
の
次
男
と
の
日
々
」

	
	

大
野
み
か

○	「
人
生
は
翠
霞
」	

加
瀬
朝
輝

◎	「
瞬
き
の
う
ら
お
も
て
」	

本
間
直
也

	

「
魅
力
あ
る
手
話
通
訳
制
度
に
す
る
た

　

め
に
」	

横
山
典
子

◎	「
祖
父
と
私
」	

藤
野
杏
奈

◎	「
声
を
上
げ
よ
う
」	

下
村
き
よ
子

■
東
京
都

◎	「
巣
立
ち
雛
の
青
春　

燃
え
尽
き
る　

　

迄
」	

大
石
智
章

	

「
高
校
球
史
に
輝
く
名
勝
負
」
黒
岡
實

◎	「
わ
が
シ
ラ
バ
ス
の
花
ひ
ら
く
」

	
	

本
間　

浩

◎	「
独
り
よ
が
り
の
絵
ご
こ
ろ
」
大
井
理

○	「
性
格
の
異
な
る
二
つ
の
社
会
」

	
	

原　

勇
二

◎	「
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
『
お
じ
い
さ
ん
』
の

　

よ
う
に
」	

牧　

康
子

○	「
人
生
を
ぶ
ん
ま
わ
す
」栗

ボ
ラ
リ
ー
ナ

◎	「
２
日
間
し
か
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
僕

　

の
お
じ
さ
ん
の
名
前
」	

Paody

○	「
掌
」	

武
山　

栄

○	「
冒
険
の
旅
」	

茶
売
君
枝

	

「
母
へ
の
詫
び
状
」	

阪
本
い
わ
き

○	「
死
ん
で
し
ま
っ
た
恋
人
」
東
の
ぶ
こ

◎	「
花
の
散
り
方
」	

九
条
之
子

◎	「
ボ
イ
ラ
ー
メ
ン
テ
」	

anehako

○	「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
の
星
の
女
」

	
	

河
上
美
智
子

◎	「
あ
る
夏
の
体
験
」	

平
本
節
子

	

「
愛
犬
の
想
出
」	

竹
内
希
三
子

	

「
父
の
映
写
機
・
白
黒
フ
ィ
ル
ム
」

	
	

癸　

智
恵

◎	「
マ
マ
友
」	

朝
比
奈
優

◎	「
カ
メ
が
生
き
延
び
た
の
は
」

	
	

野
宮
健
司

◎	「
遺
言
メ
モ
」　　
　

マ
ツ
イ
ア
キ
ラ

◎	「
保
護
犬
と
の
出
会
い
」	

大
谷
重
司

◎	「
老
い
を
生
き
る
術
」	

小
池
光
一

◎	「
ト
リ
ア
ー
ジ
≒
自
己
犠
牲
」

	
	

佐
生
綾
子

○	「
鳥
の
目
に
な
っ
て
、
見
て
み
た
い
」

	
	

小
西
宏
明

	

「
な
わ
と
び
」　　
　

い
は
ら
え
き
こ

◎	「
ぐ
う
ぱ
あ
と
ぐ
う
ま
あ
の
こ
と
」

	
	

茂
木　

彩

○	「
言
わ
ず
に
死
ん
で
な
る
も
の
か
！　

　

い
ち
保
健
師
の
『
こ
わ
ー
い
』
話
」

	
	

中
島
く
れ
ば

◎	「
母
と
雀
」	

丘
田
ミ
イ
子

◎	「
朝
の
光
が
待
て
な
く
て
」

	
	

オ
ノ
カ
オ
ル

◎	「
校
庭
の
エ
メ
ラ
ル
ド
」	

七
森
侑
佳

◎	「
い
と
お
し
い
朝
時
間
」	ayuko

○	「
独
身
も
人
間
な
ん
で
す
」
篠
路　

進

◎	「
そ
ん
な
馬
鹿
な
ぁ
」

	

　
　
　
　
　
　
　

ぺ
ぺ
も
ん
チ
ー
の

◎	「
脳
内
討
論
会
」	

花
房

◎	「
無
駄
の
効
用
」	

宮
﨑
博
之

◎	「
翡
翠
」	

菊
見
洋
介

	

「
美
し
き
消
滅
危
惧
言
語
を
と
ら
え
直

　

す
」	

中
川　

夜

◎	「
コ
ロ
ナ
闇
物
語
」	

竹
中
水
前

	

「
失
わ
れ
た
一
年
」	

村
上
泰
範

◎	「
算
数
の
教
え
方
」	

前
岡
光
明

◎	「
二
つ
の
星
」	

沓
掛
理
美

◎	「
戦
争
で
死
な
な
か
っ
た
お
父
さ
ん
」

	
	

乙
坂
和
朗

	

「
思
春
期
と
歩
む
」	

か
い
こ
。

◎	「
昭
和
が
生
ん
だ
、
な
か
に
し
礼
」

	
	

弟
子
丸
博
道

	
「
生
き
る
営
み
」	

伊
藤
日
奈
子

◎	「
修
学
旅
行
」	

山
岡
竜
弘

◎	「
気
ま
ぐ
れ
な
指
先
」	

角　

朋
美

◎	「
わ
た
し
の
話
」	

ち
た
ん

◎	「
洋
服
病
院
の
洗
濯
物
は
、
い
つ
見
て

　

も
朗
ら
か
だ
っ
た
。」	

五
六
八
我
楽

◎	「
ヨ
ロ
ン
と
私
と
モ
リ
・
ヨ
ー
コ
」

	
	

秋
里
洋
子

■
神
奈
川
県

◎	「
海
」	

寛

◎	「
現
代
の
危
機
」	

楽　

加
生

◎	「
か
つ
て
の
家
族
」	

浜　

葉
子

○	「
い
そ
げ
！
マ
ー
リ
ン
ケ
」
吉
田
浩
二

◎	「
そ
ん
な
時
期
も
あ
る
」	

重

	

「
心
の
カ
タ
チ
」	

加
山
こ
ず
え

◎	「
コ
ロ
ナ
禍　

仲
間
た
ち
へ
の
想
い
」

	
	

金
田　

薫

◎	「
声
な
き
声
」　　
　

ゴ
ル
ビ
ー
長
田

	

「
再
会
」	

村
上
令
一

◎	「
六
八
歳
の
引
っ
越
し
」	

後
藤
真
樹

◎	「『
言
葉
の
偽
薬
』
と
嘘
」	

劉
秀

	

「
あ
の
世
の
人
間
関
係
」	

伊
予
蜜
柑

	

「
ラ
イ
ム
グ
リ
ー
ン
の
贈
り
物
」

	
	

中
丘
美
庭

○	「
際
限
な
き
日
韓
問
題
」	

風
早　

爽

○	「
源
さ
ん
」	

小
倉
一
純

◎	「
左
の
蝶
々
と
別
れ
を
告
げ
た
話
」

	
	

雪
村

◎	「
喪
」	

井
口
海
斗

◎	「
子
供
を
産
み
に
く
い
国
」
東
屋
半
里
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○	「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
の
か
」

	
	

堀
田
素
生

◎	「
18
歳
か
ら
み
た
警
官
」ジ

ョ
ン
・
ス
ミ
ス

	

「
原
発
と
コ
ロ
ナ
と
政
治
と
子
育
て
」

	
	

M
om
m
o

◎	「
人
生
百
年
と
い
う
け
れ
ど
」

	
	

横
井
純
子

◎	「
お
母
さ
ん
と
呼
ば
れ
た
日
」
小
山
咲

◎	「
千
夜
を
超
え
て
」	

成
就
志
朗

○	「
愛
と
か
な
ん
と
か
言
う
け
れ
ど
」

	
	

め
ち
こ

◎	「
ピ
ア
ノ
が
綴
る
人
生
」	

南
風
摩
耶

	

「
方
向
音
痴
の
冒
険
と
お
じ
い
ち
ゃ　

　

ん
」	

絹
月
さ
や

○	「
格
安
を
愛
し
、“
わ
び
さ
び
”
を
伴
侶

　

に
」	

宮
崎
椋
成

◎	「
ネ
ヴ
ァ
の
流
れ
の
先
に
」
蒼
井　

和

◎	「
母
の
書
道
」	

池
田
茂
夫

○	「
面
影
」	

風
葉　

凪

◎	「
二
度
目
の
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
」

	
	

安
納
煮
芋

◎	「
こ
の
頃
の
人
生
観
」	

入
江
太
一

◎	「
初
夏
の
窓
の
外
」	

村
山
政
子

◎	「
祖
父
と
私
と
新
聞
と
」	

藤
田
陽
子

◎	「
色
彩
が
浮
か
び
上
が
る
と
き
」

	
	

松
原
泰
子

■
新
潟
県

	

「
東
日
本
大
震
災
10
年
に
思
う
」

	
	

柳
川　

隆

○	「
楽
し
き
哉
負
け
た
り
勝
っ
た
り
」

	
	

相
馬　

晃

◎	「
我
が
家
の
ロ
ン
」	

結
城
孝
子

■
富
山
県

○	「
大
雪
に
想
う
」	

村
山
英
明

◎	「
太
平
洋
を
越
え
て
」	

早
月
春
美

◎	「
生
と
死
」	

有
澤
か
お
り

■
石
川
県

○	「
小
松
左
京
は
Ｓ
Ｆ
作
家
か
？
」

	
	

酒
井
恵
三

■
福
井
県

◎	「
父
」	

近
藤
幹
夫

	
「
欲
の
末
に
あ
る
も
の
は
」Y

un	Rita
■
山
梨
県

◎	「
血
」	

田
中
浩
司

◎	「
母
の
死
と
魔
の
十
一
時
」
倉
沢
辰
子

◎	「
脳
裏
に
こ
び
り
付
い
て
い
る
人
」

	
	

佐
高　

源

○	「
血
と
肉
と
言
葉
と
」	
鹿
戸
あ
ゆ
み

■
長
野
県

◎	「
ひ
き
こ
も
ご
も
の
愛
し
き
軌
跡
」

	
	

音
葉
紬

○	「
天
使
た
ち
は
お
手
紙
を
書
い
て
い　

　

た
」	

山
家
衛
艮

◎	「
ち
い
さ
な
認
定
証
」	

渡
辺　

勝

○	「
母
へ
の
想
い
」	

K
am
ibin

○	「
二
輪
旅
」	

西
原
雄
二

◎	「
母
の
ク
ー
ポ
ン
計
画
」	

仲
田
恵
利
花

	

「
か
わ
い
い
宇
宙
人
」	

北
條
恵
美

■
岐
阜
県

	

「
百
歳
ま
で
の
約
束
」	

平
岡
佐
一
郎

○	「
自
由
を
捨
て
た
メ
ジ
ロ
」

	
	

秋
葉
み
の
り

■
静
岡
県

◎	「
人
の
悩
み
」	

梅
田
慶
一

	

「
憤
怒
の
行
方
」	

若
林　

茂

◎	「
カ
メ
ム
シ
」　　
　

ま
る
も
っ
こ
り

◎	「
ゴ
ン
」	

馬
込
太
郎

◎	「
よ
り
添
い
猫
と
歩
む
明
日
」

	
	

春
木
美
子

◎	「
百
歳
に
乾
杯
」	

木
下
富
砂
子

■
愛
知
県

	

「
現
状
に
気
づ
い
て
」	

兼
松
健
太
郎

	

「
バ
ス
・
ス
ト
ッ
プ
」	

七
里
彰
人

◎	「
ゴ
ビ
の
恋
模
様
」	

菱
川
町
子

◎	「
死
に
神
様
」	

宮
尾
美
明

○	「
皆
既
日
食
は
人
生
観
を
変
え
る
、
と

　

い
う
奴
も
い
る
。
た
ぶ
ん
そ
れ
は
本
当

　

だ
。」　　
　
　
　

ひ
と
く
ち
ギ
ョ
ウ
ザ

○	「
卒
婚
」	

工
藤
と
も
み

◎	「
私
の
好
き
な
色
」	

早
藤
青
里

	

「
今
を
悔
い
な
く
生
き
る
」
加
藤
元
気

○	「
米
国
小
学
校
に
通
う
娘
か
ら
学
ぶ
」

	
	

谷　

美
智
彦

	
「
派
遣
だ
っ
て
叫
び
た
い
！
」

	
	

中
村
あ
や
子

	

「
私
の
自
己
（
教
育
）
改
革
」

	
	

Satoris

◎	「
書
店
と
は
」	

高
倉
麻
耶

○	「
父
の
最
期
」	
北
乃
は
る
か

◎	「
二
階
か
ら
目
薬
」	

天
城
囀
一

	

「
元
気
な
高
齢
者
に
な
る
に
は
」	

	
	

ヌ
ッ
ク

◎	「
56
歳
か
ら
の
ア
プ
リ
婚
活
」

	
	

磯
部
浩
子

◎	「
永
遠
病
」	

さ
や
か

■
三
重
県

◎	「
神
様
が
与
え
て
下
さ
っ
た
仕
事
」

	
	

岩
谷
隆
司

◎	「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ド
タ
バ
タ
記
」

	
	

伊
野
隆
子

	

「
つ
な
が
り
の
と
き
」	

伊
藤
範
子

	

「
父
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

は
た
の
な
お
り

◎	「
南
の
島
の
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
」

	
	

末
永
卓
幸

○	「
命
の
水
」	

ま
あ
こ
マ
マ

◎	「『
個
性
』
と
い
う
言
葉
の
魔
力
」	

	
	

蒼　

朔
空

◎	「
そ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
必
要
で
す　

　

か
？
」	

花
津
絵
美

■
滋
賀
県

◎	「
青
木
の
小
母
ち
ゃ
ん
」	

田
中
恵
子

◎	「
仮
の
宿
」	

高
田
智
子

◎	「
そ
れ
は
キ
シ
ュ
ウ
ロ
ー
レ
ル
号
に
始

ま
っ
た
」	

龍
野　

健

■
京
都
府

◎	「
悲
し
み
の
先
に
」	

春
宮
流
水

◎	「
五
万
回
斬
ら
れ
た
男
・
福
本
清
三
へ

　

の
頌
歌
」	

松
宮
信
男
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◎	「
三
毛
猫
母
さ
ん
の
話
」	

大
沢
悠
馬

○	「
進
化
に
つ
い
て
解
ら
な
い
な
り
に
考

　

え
て
み
た
件
」	

池
乃　

大

○	「
私
の
足
ど
り
」宇

治
の
や
ん
ち
ゃ
坊
主

○	「
い
ま
だ
い
ち
ば
ん
幸
せ
」
松
田
正
弘

◎	「
店
長
」	

植
田
郁
子

◎	「
就
活
動
画
を
撮
っ
た
話
」	

雨
女

◎	「
夕
火
」	

森　

瑞
帆

◎	「
怪
人
二
十
面
相
と
鉄
人
28
号
」

	
	

大
幸
信
明

○	「
ル
ー
ツ
の
地
へ
の
想
い
」
七
星
慶
洋

◎	「
膀
胱
と
私
」	

猪
熊
チ
ヨ

◎	「『
自
点
自
服
の
茶
』
を
楽
し
む
」

	
	

林　

須
磨

■
大
阪
府

◎	「
私
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
人
生
」

	
	

き
ひ
つ
か
み

○	「
軌
跡
よ
り
奇
跡
」	

二
村
拓
也

○	「
魔
法
を
か
け
ま
す
よ
ー
」
八
木
宇
美

◎	「
島
津
の
残
滓
」	

今
井　

満

	

「
で
こ
ぼ
こ
道
」	

池
永
伸
二

◎	「
元
安
川
の
石
」　　

た
な
か
み
は
る

○	「
お
酒
の
沼
に
ハ
マ
る
」	

桃
乃
か
し
子

◎	「
時
を
超
え
た
沈
黙
」	

長
井　

潔

○	「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド
」

	
	

鈴
木　

真

○	「
婚
礼
写
真
」　　
　
　

ブ
ン
・
ブ
ン
コ

	

「
あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
っ
て
」

	
	

ひ
か
り

	

「
18
歳
の
時
点
で
、
私
は
人
間
で
は
な

　

か
っ
た
」　　

プ
ラ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

	

「
Ｆ
さ
ん
へ
」	

晄
さ
か
雲
水

○	「
孫
の
雛
人
形
」	

青
空
肚
実

◎	「
聖
山
に
登
る
べ
か
ら
ず
」
森
﨑
律
子

◎	「
新
聞
、
見
た
よ
！
」	

石
田
真
一

◎	「
写
真
屋
の
息
子
」　

湯
の
峰
フ
ミ
コ

◎	「
ウ
イ
グ
ル
人
の
証
言
を
き
い
て
」

	
	

山
田
ま
さ
子

■
兵
庫
県

◎	「
コ
ン
コ
ル
ド
効
果
」	

佐
藤
陽
平

	

「
い
ろ
は
か
る
た
―
三
歳
児
と
こ
と
わ

　

ざ
」	

朝
川　

渡

◎	「
穴
」	

山
田
栞
里

◎	「
野
菜
」	

玉
置
順
三

◎	「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
『
写　

　

し
』
を
想
う
」	

あ
っ
ち
ゃ
ん

◎	「
ピ
ジ
ン
語
と
ク
レ
オ
ー
ル
そ
し
て
外

　

国
語
学
習
」	

蔦
原
道
久

	

「
他
人
か
ら
知
る
、
知
ら
な
か
っ
た
自

　

分
へ
」	

き
は
る

◎	「
ト
ゥ
ー
マ
ッ
チ
ペ
イ
ン
」
七
瀬
柚
子

■
奈
良
県

◎	「
母
の
覚
悟
」	

竹
山
元
一

◎	「
戴
冠
詩
人
」	

杏
藤　

伶

◎	「
サ
ヌ
ー
ル
の
犬
」	

奈
良　

元

◎	「
花
の
名
前
」	

中
牟
田
智
子

◎	「
子
育
て
終
了
日
記
」	

冬
野　

星

◎	「
諸
行
輪
廻
の
響
き
あ
り
」
原　

護
一

■
和
歌
山
県

◎	「
雪
解
け
の
大
地
に
咲
く
花
の
よ
う　

　

に
」	

た
か
ぎ
ち
ほ

■
島
根
県

◎	「
跳
べ
！　

キ
キ
！
」	

磯
野　

桜

■
岡
山
県

○	「
２
年
目
の
シ
ク
ラ
メ
ン
」	

和
緒

◎	「
泥
ん
こ
の
金
メ
ダ
ル
」	

那
岐
エ
コ
ウ

	

「
神
様
は
必
ず
い
ま
す
～
な
ん
で
う
つ

病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
」
岩
崎
彷
徨

■
広
島
県

○	「
終
戦
後
の
私
」	

伊
藤
秀
輔

◎	「
悠
久
の
大
地　

ハ
ル
ピ
ン
」

	
	

苑
田
有
子

	

「
山
が
あ
る
か
ら
」	

も
り
あ
き
こ

◎	「
あ
る
年
の
春
の
こ
と
」	

す
み
れ

○	「
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
」	

佐
々
木
晴
香

	

「
あ
る
日
の
我
が
家
」	

石
橋
い
づ
み

◎	「
わ
か
ら
な
い
本
」	

Ｊ
・
ナ
カ
ノ

■
山
口
県

○	「
三
丁
目
の
夕
日　

津
和
野
物
語
」

	
	

村
田
和
子

	

「
君
と
読
み
た
い
二
十
一
冊
ノ
ー
ト
」

	
	

小
川
俊
数

■
徳
島
県

○	「
ト
ン
ボ
の
め
が
ね
」	

富
登
千
恵
子

◎	「
夜
の
し
じ
ま
の
中
で
」	

熊
谷
和
代

■
香
川
県

	

「
無
気
力
高
校
生
た
ち
が
起
こ
し
た
奇

　

跡
」　　
　
　
　
　

す
ぎ
む
ら
み
ず
ほ

	

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
電
車
に
乗
っ
て
」

	
	

卯
目
チ
ヱ
子

◎	「
祖
父
の
源
流
を
た
ど
る
」

	
	

堂
も
マ
ル
ク

◎	「
消
息
」	

寒
川
靖
子

■
愛
媛
県

◎	「
Ｅ
じ
ゃ
な
く
て
も
Ａ
じ
ゃ
な
い
か
」

	
	

比
戸　

圭

■
高
知
県

◎	「
青
年
と
海
と
イ
ワ
シ
」	

笠
原
英
二

■
福
岡
県

◎	「
今
が
あ
る
―
癌
治
療
を
終
え
て
―
」

	
	

田
浦
チ
サ
子

	

「
後
悔
」	

村
田
裕
子

◎	「
昭
和
か
ら
の
は
が
き
」	

安
部
と
し
き

	

「
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し
て
」	

り
う

	

「
箱
崎
日
記
」	

柳
風
亭
清
三

◎	「
父
の
温
も
り
」	

武
中　

彩

◎	「
未
来
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
森
千
惠
子

◎	「
恩
師
の
形
見
」	

西
尾　

吉

○	「
荒
涼
の
空
」	

牧　

定
郎

◎	「
イ
ノ
シ
シ
村
か
ら
」	

重
松
博
昭

	

「Back	to	Life

」	

荒
木
景
子

◎	「
三
つ
で
千
円
」　　

も
り
の
み
ど
り

○	「
ラ
バ
ー
カ
ッ
プ
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

	
	

小
海
茉
由

	

「
本
当
に
必
要
な
物
は
何
？
」

	
	

ま
い
ゆ
き

	

「
ゴ
リ
ラ
と
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
奇

　

譚
」	

三
原
三
中

◎	「
聞
く
力
に
つ
い
て
考
え
る
」
す
ず
ら
ん
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◎	「
赤
ち
ゃ
ん
は
真
実
を
知
っ
て
い　
　

　

た
。」	

A
sako

○	「
右
手
発
見
」	

屋
代
彰
子

■
佐
賀
県

	

「
盲
人
卓
球
（
サ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス
）」	

東
家
芳
寛

○	「
息
子
の
絵
」	

那
須
修
一

◎	「
古
稀
の
社
交
ダ
ン
ス
」	
堤　

万
里
子

◎	「
さ
よ
な
ら
、
ス
リ
ッ
パ
」
末
永
直
治

◎	「
鬱
か
ら
の
旅
立
ち
」	

安
楽
和
人

■
長
崎
県

◎	「
途
上
に
て
」	

西
村
徹
也

◎	「
昔
…
…
あ
の
行
進
曲
が
あ
っ
た
」

	
	

足
達
重
子

■
熊
本
県

	

「
オ
ヤ
ジ
の
涙
」	

宮
川
行
志

	

「
還
暦
」	

吉
尾
令
子

○	「
邂
逅
と
海
溝
の
は
ざ
ま
で
」

温
波
オ
ス
カ
ル

◎	「
こ
ぶ
」	

舞
ま
ど
か

■
大
分
県

◎	「
た
ど
り
つ
け
な
か
っ
た
も
の
た
ち
」

	
	

長
野
ひ
ろ
し

◎	「
ミ
ツ
バ
チ
と
新
ち
ゃ
ん
の
病
気
」

	
	

西
山
淑
子

■
宮
崎
県

◎	「
終
い
湯
の
常
連
客
と
一
見
客
」

	
	

中
武　

寛

	

「
良
き
に
計
ら
い
、
生
き
や
す
さ
は
あ

　

き
ら
め
た
」	

日
出　

柊

◎	「
男
の
隠
れ
家
」	

下
野
昌
代

■
鹿
児
島
県

◎	「
ウ
ン
チ
バ
ト
ル
」	

岩
下
清
里

	

「
魔
女
の
子
育
て
」	

笹
気
冷
菓

◎	「
桜
」	

内
田
智
久

	

「
乳
歯
」	

後
神
光
希

■
沖
縄
県

○	「
前
略
、
何
と
か
生
き
て
ま
す
」

	
	

嘉
数
特
急

■
海
外

○	「
お
元
気
で
す
か
」	

織
本
一
十
未

○	「
父
と
わ
た
し
と
事
件
の
顛
末
」

	
	

伊
藤
な
に
か
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第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し

く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な
力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考

の
基
準
に
な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た
作
品

は
、
だ
い
た
い
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、
人
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力
を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の

心
に
何
か
が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品
で
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考
の
便
宜
性
を
重

視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作

品
の
内
容
を
重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
、作
品
を
残
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予
選
、
さ
ら

に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
第
16
回
も
三
次
予
選
通
過
者
が
多
く
、
応
募
作
品

全
体
の
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

も
っ
と
詳
し
く
御
自
分
の
作
品
へ
の
感
想
・
批
評
が
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、作
品
個
別
の「
批
評
コ
メ
ン
ト
」

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
希
望
を
お
送
り
下

さ
い
。

（「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
選
考
委
員
会
）

●
第
16
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
へ
の
御
応
募
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
一
次
・
第
二
次
・

第
三
次
選
考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
対
し
て
伝
わ
る
文
章

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重
要
の
基
準
点
で
す
。
し

か
し
書
く
姿
勢
も
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し

文
章
が
粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い
切
実
な
も
の
が
感

じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に

文
章
は
整
っ
て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
に
曖
昧
な
も
の
、
書

く
必
然
性
が
希
薄
な
も
の
、
中
途
半
端
な
も
の
は
落
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の

が
一
次
予
選
通
過
者
で
す
。何
％
と
か
、何
篇
以
内
と
か
、

数
字
の
枠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員

が
一
次
予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
強
く
何
か
が

感
じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が

読
み
手
の
中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
内
容
で
も
い
い
で
す
し
、
文
章
で
も
い
い
、
一
行
で

も
い
い
、
一
人
の
人
物
で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何

か
一
つ
心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に
拾
い
上

げ
た
く
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
か
ど

う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞
応
募
者
の
皆
様
へ　
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
基
準
に
つ
い
て

小説の書き方
──作家を志す人のために──

五十嵐　勉

小説の書き方を体験を踏まえて丁寧に解説する小説指導書

税込 1000 円　御注文はアジア文化社まで

広告承ります
文芸思潮の読者に　文学愛好者に
知らせたい情報を掲載します

広告掲載料　　　　　　　　文芸思潮●発行部数 1000 部
1P　　　　　4 万円
1 ／ 2P  　　 2 万円
1 ／ 4P         1 万円    　　 1 ／ 6P  7000 円
表 4 カラー  12 万円
表 2・表 4　  8 万円
その他御相談に応じます。ご連絡ください。

文芸思潮広告部　☎ 03-5706-7847　mail: bungeisc@asiawave.co.jp


